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なぜなら、犯罪現象を説明するためには 程度の差こそあれ個人の行動に言及する必要が出てくるからである。そのため現代犯罪学の分析視角は「個人レベルの概念とマクロレベルの概念、さらに経験的根拠とが結びついた 文化‐学習、解体‐統制、アノミー‐緊張といった 『ハイブリッド』 理論」 （五〇頁） と捉え のが妥当であ 。このうち、文化‐学習パースペクティブによれば「犯罪率は犯罪親和的な下位文化の強さによって変化する」 一 。だが、そ下位文化がどのようにして生み出されたかを論じていない点 不十分である
。また、解体‐統制パースペクティブは「犯罪率は社会構




































著者はアメリカ社会の「文化」を「アメリカンドリーム」す わち「開放性と個人間の競争を特徴とする社会において、すべての成員によって追求される金銭的成功への傾倒」 （六八頁）として概念化する。 そしてこの定義を整理すると、
アメリカンドリームは業績指向、






を司る教育、集合的目標の達成を司る政治、環境への適応を司る経済という四つの制度からなるシステムとして概念化する。このうち非経 制度は規範 内面化、さらにはサンクションを通じて人々を統制するが、 「アメリカ社会では、経済制度は他の制度よりもかなり統制の弱い制度として設計されている」 （八六頁） 。したがっ 、人々の行動を規 機能をもつのは非経済制度だけである。だが 「制度間 権力バランスという点では、アメリカの社会組織は経済制度の著しい優越として特徴づけ
られる」 （八四頁） 。この傾向は「建国

































は必ずしも欠点ではない。第一に、ここ三〇年 アメリカの殺人率の推移をみると、統制側の葛藤すなわち政権交代によって殺人率はさほど変化していない。第二に、刑罰政策の強化 いう政策変更は犯罪率を高めていな 。むしろ、拘禁率の向上に
よって、犯罪率、
特に強盗 は減少してい うのが著者の見解である。このように、著者の判断 妥当なものである。
 
一方で、本書の分析視角は、統制側の要因を軽視したものでもな





















     
